
 

独立行政法人国立文化財機構契約監視委員会（令和 2年度第１回）議事概要 

 

開催日及び場所 令和 2年 11月 16日（月） 

東京国立博物館平成館第２会議室 

 

出 席 委 員 

（敬称略） 

 

 

 

○委員長 

 原田 一敏（ふくやま美術館 館長／東京藝術大学 客員教授） 

○委員 

西浦 忠輝（特定非営利活動法人文化財保存支援機構 副理事長） 

上野 憲一郎（株式会社三越伊勢丹 MD統括部 美術営業部 

      計画担当部長） 

山田 美代子（公認会計士） 

久留島 典子（独立行政法人国立文化財機構 監事）※オンライン参加 

中元 文德（独立行政法人国立文化財機構 監事） 

審 議 対 象 期 間 令和 2年 4月 1日～令和 2年 9月 30日 

※令和 2年 10月１日～令和 3年 3月 31日（随意契約見込）を含む。 

個 別 審 査 対 象 案 件 105件 ○議 事 

１．令和 2 年度（4～9 月期）契約点検（前回競争性のない

随意契約） 

２．令和 2 年度（4～9 月期）契約点検（前回一者応札・一

者応募） 

３．令和 2 年度（4～9 月期）契約点検（競争性のない随意

契約） 

４．令和 2 年度（4～9 月期）契約点検（一者応札・一者応

募） 

５．令和 2年度（4～9月期）契約点検（その他案件） 

６．令和 2年度（下半期見込）契約点検（前回競争性のない

随意契約） 

７．令和 2年度（下半期見込）契約点検（競争性のない随意

契約） 

 令和 2 年度（4～9 月期）契約

（前回競争性のない随意契約） 

5件 

令和 2 年度（4～9 月期）契約

（前回一者応札・一者応募） 

8件 

令和 2 年度（4～9 月期）契約

（競争性のない随意契約） 

18件 

令和 2 年度（4～9 月期）契約

（一者応札・一者応募） 

32件 

令和 2 年度（4～9 月期）契約

（その他案件） 

30件 

令和 2 年度（下半期見込）契

約（前回競争性のない随意契

約） 

1件 

令和 2 年度（下半期見込）契

約（競争性のない随意契約） 

11件 

※委員からの意見・質問、それに対する回答、及び審議総括については、【別紙１】のとおり



 

【別紙１】 

 

質 問 ・ 意 見 回 答 

１．令和 2年度（4～9月期）契約（前回競争性の

ない随意契約）の点検 

（１）該当の契約 5件について 

特段の質疑事項はなかった。 

（２）総括 

・令和 2年度（4～9月期）契約（前回競争性のな

い随意契約）について、妥当であると判断する。 

 

２．令和 2年度（4～9月期）契約（前回一者応札・

一者応募）の点検 

（１）該当の契約 8件について 

・コロナ禍だから仕様を見直したということはあ

るか。 

 

 

 

（２）総括 

・令和 2年度（4～9月期）契約（前回一者応札・

一者応募）について、妥当であると判断する。 

 

３．令和 2年度（4～9月期）契約（競争性のない

随意契約）の点検 

（１）該当の 18件について 

・交通広告については、来館者へのアプローチ方

法が変わっていきつつある中で、引き続き随意

契約を行っていくのがよいのか、別のアプロー

チ方法に変えるのがよいのかを検討すべきでは

ないか。 

 

「ポリ塩化ビフェニル廃棄物（特別管理産業廃棄

物）処理委託契約」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コロナ禍だから見直したということはない。今ま

での契約実績に基づいて一部見直しを行ってい

る。すでに業務を行っている業者の休館中の支払

いについては、休業補償という形で補填してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アプローチ方法は、SNS やデジタル媒体の宣伝

にするなど今後検討していきたい。交通広告は主

に訪日外国人観光客に向けであるが、現在、新型

コロナウイルス感染症の影響で外国人観光客が

減少している。今後、外国人観光客がどのくらい

回復するのかを見極めて検討していきたい。 

 



 

・ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理はこの業者でや

らなければならないと規則で決まっているの

か。 

 

・競争性のない随意契約の目標と実績が今後離れ

ていくと思うが、目標割合を上げることはしな

いのか。 

 

 

 

 

 

（２）総括 

・令和 2年度（4～9月期）契約（競争性のない随

意契約）について、妥当であると判断する。 

 

４．令和 2年度（4～9月期）契約（一者応札・一

者応募）の点検 

（１）該当の契約 32件について 

「独立行政法人国立文化財機構広域ネットワーク

更新業務 一式」 

・どのような業務か。 

・今後は今回契約した業者としか契約できなくな

る業務なのか。 

 

 

（２）総括 

・令和年度（4～9月期）契約（一者応札・一者応

募）について、妥当であると判断する。 

 

５．令和 2年度（4～9月期）契約（その他案件）

の点検 

（１）該当の契約 30件について 

・落札率が 100％となった理由を記載しているもの

・決まっている。本件については法律で決まってい

るので、文化財購入と同様に競争性のない随意契

約の数からは外すということも検討してもよい。 

 

・競争性のない随意契約の目標割合は、過去５か年

の平均をとって設定している。昨年度の委員会で

もご意見いただき検討したが、恣意的に目標を変

えるのは適切ではないと判断した。目標の設定方

法はそのままで、目標に近づける努力を行ってい

くが、個々の契約方法の内容が適切かをご審議い

ただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・７施設のネットワークを共通化する業務である。 

・今年度中の導入で、5年間の保守契約も入ってい

る。5年の保守が終わったら、また入札を行うこ

とになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般競争入札については理由を記載している。企



 

としていないものの基準は何か。 

 

 

 

（２）総括 

・令和 2年度の（4～9月期）契約（その他案件）

について、妥当であると判断する。 

 

６．令和 2年度（下半期見込）契約（前回競争性

のない随意契約）の点検 

（１）該当の契約 1件について 

特段の質疑事項はなかった。 

（２）総括 

・令和 2年度（下半期見込）契約（前回競争性の

ない随意契約）については、妥当であると判断

する。 

 

７．令和 2年度（下半期見込）契約（競争性のな

い随意契約）の点検 

（１）該当の契約 11件について 

 特段の意見なし 

（２）総括 

・令和 2年度（下半期見込）契約（競争性のない

随意契約）については、妥当であると判断する。 

以上 

画競争は選定した業者から出てきた見積を予定

価格としているため、基本的に落札率が 100％と

なっている。今後は企画競争についても理由を記

載する。 

 


